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茶馬古道・40         南糯山の哈尼族

 この南糯（ナンヌオ）山も六大茶山の一つであり、そこに住む哈尼（ハニ）族の村を訪ねた。村の入り口に「古茶第一村南糯山」の大きな看板がある。
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 村への入り口の道路沿いに露天の店が並んでいる。この道を行き交う車の休憩場所という所だろう。大きなパラソルの下に品物がある。見た所では干した果物のようだ。後ろに簡単なテーブルと椅子が用意されている。茶所でもある。一服している人がいた。
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 大きな看板の裏から坂道を上がっていくと、住居が点在している。屋根が二つ並んだ構造と高床式に

なっているのはチノー族の住居に似ているが、規模が小さい。二階の居住部分も覆われていて開放的でない。印象的なのは屋根の両側が千木の構造になっていた事だ。

　　　　哈尼族
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　ハニ族の人口は126万人。雲南省の中部紅河ハニ族・イ族自冶州とここ南部山間地に住んでいる。

　紅河周辺のハニ族は稲作中心で世界遺産にも登録されている元陽の棚田や長街宴はＴＶでも数多く紹介されている。

　南部山間地ナンヌオ山のハニ族はお茶の生産をしている。ハニ族の支族のアイニー族と呼ばれている。

　ハニ族はチベット・ビルマ語系に分類されている。チベット高原にいた古代羌

人が紀元前三世紀に南下してきた。ルーツは遊牧民族だったが稲作を覚えて農耕民族になったといわれている。
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山の斜面に沿って同じ造りの家が点在している。左の写真に見る通り、けっして大きな家でもないし、庭も広くない。背景の斜面には茶畑らしきものが見える。右端に見える棚状の場所は茶葉の乾燥をする場所である。

  茶葉を乾燥させる棚は竹を組んで作っている。村の各所で見られる。
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　茶葉を広げて乾燥中の棚も見かけた、茶葉を握っているのは乾燥の状態を確かめているのだろう。

　

　茶葉の原産地は西双版納とミヤンマーの国境付近と言われている。その歴史は古く、三国時代に野生の大きな茶樹が発見され、1700年前には山岳民族の布朗（プーラン）族が薬用として栽培を始めたと言われている。1100年頃プーラン族の没落からハニ族が受け継ぎ、喫茶の習慣が広がり各所での栽培が始められた。

　雲南省には原生林から200本以上もの古茶樹が発見されていて、それぞれ茶樹王と呼ばれている。

最も古いものは樹齢2700年の大茶樹と記録されている。ちなみに哀宇山の樹齢2000年の茶樹王は高さが25.6mで幹周囲が2.8mもあるのだそうだ。

　ガイドの話ではここ南糯山の近くにある茶樹王は高さ30数メートルもあって、なぜかお婆さんが茶葉を摘んでいるとの言い伝えがあるのだそうだ。見てみたいと思ったが、近くといっても山奥である。

時間がないのであきらめた。
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　村の坂を登り、丘の上まできた所に茶館があった。木の柱と竹の壁という簡単なつくりである。茶館と知ったのは店主

らしい男性が出てきて、お茶を飲む様に誘ってくれたからだ。

周囲が一望できる峠の茶屋で一服も良いと思ったが、ここに時間をとられて周囲を見れなくなるのはつらい。止めることにした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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一望出来る茶館の前の広場に面白いものを見つけた。三本の木の柱が三脚状に固定されている。横木が上方にあって輪がついている。その輪に太い縄が結びつけられ、今は木に巻きつけられているが下に降ろせるようになている。

　何に使うのか聞いてみたら、お祭りに使うのだそうだ。綱が下がっている。資料によるとラオスの山岳民族のアカ族（ハニ族と同系）は正月に全村民がブランコに乗る風習があるそうだ。意味は不明だがそのブランコではないだろうか。村を望む峠にそれがあった。
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　庭で作業している老婆がいた。何をしている所なのか判らないが茶葉の選別しているかごみを除いている様な感じがした。

　雲南省の茶葉はもともと大葉の種であったらしい。それが気候の変化で分化して同じ照葉樹林帯の東方に移動して行き、江西省方面では中葉種、広東や福建省では小葉種が栽培されていると言われている。

　雲南省では今でも大葉種を栽培しているが、16もある山の中には小葉樹や中葉樹の潅木もあり、それぞれ特徴を

持っていると聞く。
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　村の中はのどかな山村である。人通りは少ない。畑の方で作業しているのだろう。見学した場所は乾燥している作業場で、発酵させたり、填茶として固形にするのはどこか別の工場でしているのではないかと思われる。

　村の中を歩いている人は少ない。

家族が働きに出ている間孫の世話をしている老人の姿と放し飼いにされているペットの犬と鶏くらいのものだ。

　左の孫とお婆さんの家を覗かせてもらった。高床で二階が居住場所になっていることに変りがないが狭くて暗い。電化製品があるが照明は少ない。

　全体に見て、タイ族やチノー族の家屋に比べて小さく粗末な造り

である。
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作業場や納屋みたいなものかもしれない。高価な茶葉を生産している割には村全体に活力がみられない。広い場所なので、見学できたのはごく一部の入り口付近に限られていた。奥にいけばもっと生活を感じさせる場所があるのかもしれない。
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　この山は喬木大葉タイプの生産地だそうだ。六大茶山の中で班璋山が香りの優れた最も高価な茶葉の生産地と聞いている。そこでの暮らしぶりを見たいと思った。

　原生林の斜面にある茶畑と点在する家屋と天日の乾燥場、この

風景がこの地を代表していた。

　この様な山地で茶葉が生産、乾燥され、何処かに集積され、加工されて、集荷の後に茶馬古道で運ばれていたのであった。今は車で運ぶのだろうが、その昔は人力で集荷場まで運ばれていたと資料に残されている。

